Study on the Biological Assessment of Suspended Particulate Matter and Polycyclic Musks by 森 大樹
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
報 告 番 号 博（生）甲 第１２２号 氏 名 森 大樹 
 
 
学 位 審 査 委 員 
 
 主査    武政 剛弘                
 副査    富永 義則                
 副査    高良 真也                




























in  vitro、in  vivo 試験による生体影響評価から化学物質の同定を行う本研究の目的を述べている。
第 2 章では、半閉鎖的空間の大気中に存在する浮遊粒子状物質を、粒径 10 μm 以上、10-2.5 μm、
2.5 μm 以下の 3 段階に分けて捕集を行い、それぞれの粒径別の大気中濃度および同定されたいくつ
かの有害有機化合物について説明している。 






多環ムスク類を検出し、この多環ムスクのエストロゲン作用について酵母 two-hybrid 法を用いて in 
vitro 評価を行っている。その結果、合成香料の多環ムスク類である AHTN と HHCB の hERαおよび








 第 6 章では、in vitro 試験で HHCB の代謝産物が親化合物より強い活性を持っていること確認した
ことから、その代謝産物の同定と、そのホルモン様活性の評価を行っている。HHCB をラット肝 S9
処理後、画分処理し、抽出液を測定したところ、HHCB-lactone が検出され、その活性は、hERβにお
いて親化合物である HHCB の活性より強いことを述べている。 
 第 7 章では、国内で使用されている日用品から AHTN と HHCB を検出し、両物質が、国内におい
ても存在することを明らかにしている。 
第8章では、第1章から第7章までの総括を行って本論文の結論を述べている。 
以上のように、本論文は大気汚染とヒトの健康リスク分野の研究発展に貢献することが期待され
、博士（環境科学）の学位に値するものと判断した。 
 
 
